
 

 

 

 

 

 

 

 ８月２３日（金）、まだ厳しい暑さが残る中でしたが、２学期の学校生活が始まりました。２学期は、１年間

の中で最も登校日数の多い学期です。本年度は、８３日間の日数があります。一人一人が、自分の目標や決意

に向かって充実した日々を過ごし、実りのある学期になることを願っています。 

 

 

全校のみなさんおはようございます。暑い夏休みでしたが、元気に過ごせましたか？ 

この夏休みは、パリオリンピックもありました。トップ選手の技やプレー、最後まで臨む姿や、 

勝敗の後にお互いにたたえ合う姿などみなさんも心に残るシーンとともにたくさんの感動や 

勇気、元気をもらったことと思います。 

今日からいよいよ２学期です。今は、３人の代表生徒の皆さんが２学期の決意を発表してくれました。３人とも自分に

何ができるのかを具体的に考えて発表してくれました。発表を聞いていた皆さんも自分自身に置き換え、あらためて２学

期の目標について考えたのではないでしょうか。 

さて、夏休み中には、原爆の日や終戦の日があり、毎年さまざまな催しがとり行われます。今、なお世界で生じている

戦争を無くすために、誰もが幸せに生きるために、私たちは何ができるのか、特に毎年この時期は多くを考えさせられま

す。中学生のみなさんは何ができると思いますか。そのような中、今年もなるほどと考えさせられる素敵なメッセージ二

つに出会いました。みなさんにも紹介するとともに私が考えたことをお話したいと思います。 

一つ目は、８月１７日、神林の平和祈念式典で「平和への願い」を発表した２年生Ｍさんのメッセージです。８月６日、

広島市で開かれた平和祈念式典に本校からの代表生徒として参加し、学んだこと考えたことをもとに発表してくれまし

た。そのメッセージの一部を紹介します。 

「今の日本はとても平和ですが、その平和の中にも、いますぐ逃げ出したいくらいに苦しんでいる人もいます。私は、

その人たちが生きる目的を見いだし、つらくても前を向いて生きることができる世界が本当の平和な世界だと思います。

そのために私たちでもできることは、視野を広げ、助け舟を出せる心の余裕を作ることです」。 

二つ目は、８月６日に広島市で開かれた平和記念式典で二人の小学生によって読み上げられた「平和への誓い」で

す。一部を読み上げます。 

「今もなお、世界では戦争が続いています。７９年前と同じように、生きたくても生きることができなかった人たち、 明

日を共に過ごすはずだった人を失った人たちが、この世界のどこかにいるのです。本当にこのままでよいのでしょうか。

願うだけでは、平和はおとずれません。色鮮やかな日常を守り、平和をつくっていくのは私たちです。 一人一人が相手

の話をよく聞くこと。「違い」を「良さ」と捉え、自分の考えを見直すこと。仲間と協力し、一つのことを成し遂げること。 私

たちにもできる平和への一歩です。」  

どうでしょう。二人のメッセージはともに「誰もが幸せに生きるために」「平和を築くために」、小中学生の私たちでもでき

ることを示唆しているように思います。 

Ｍさんのメッセージは、周りに苦しんでいる人がいないか視野を広げ、助け舟を出せる心の余裕をつくること。広島の

小学生のメッセージは、相手の話をよく聞くこと。「違い」を「良さ」と捉え、自分の考えを見直すこと。仲間と協力し、一つ

のことを成し遂げること。私は、いずれのメッセージもその基本に、相手を想い、尊重することがあると考えます。相手を

想い尊重することは人と関わるうえで、学校生活を送るうえで大切なこととして、みなさんも十分承知していることと思い

ます。 

そして今回、私は、相手を想い尊重することの力の大きさを再認識しました。相手を想い、尊重し、自分自身を見返し

たり、相手と力を合わせたりすることは、自分の心を豊かにしたり学びを深めたり、大きな力を生み出したりすることにと

どまらず、お互いの幸せ、みんなの幸せにつながっていくということです。さらにその先には、世の中の、世界の平和を

築くといった壮大なゴールにつながっているということです。 

「相手を想い尊重すること 平和を築くこと」 

今年度、本校では、「協働」をテーマに１学期から全校で取り組んできています。生徒会でも「団結」をテーマに、来月

行われる須賀野祭へと向かっています。「協働」も「団結」もお互いに相手を想い、尊重する気持ちがないと成り立ちませ

ん。２学期はお互いを想い、尊重することを大事に「協働」や「団結」に取り組んでほしいと思います。その先にあるのは

みんなが「幸せ」で「平和」な菅野中学校だと考えます。そして、それが世の平和世界の「平和」を築くことにつながってい

くと考えます。 

最後に、まだまだ暑い日が続きます。熱中症には十分注意しながら、張り切って２学期をスタートさせていきましょう。 
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文責：西村良幸（教頭） 

始業式での校長先生のお話 



◆◇◆１０月の主な行事予定◆◇◆ 

１０月 ２日（水）  スクールカウンセラー来校（１日） 

           スポーツ活動運営委員会② 

    ４日（金）  英語検定 ＰＴＡ理事会③ 

５日（土）  中信新人大会（ソフトテニス） 

８日（火）  ２学期中間テスト① ３年第３回総合テスト 

９日（水）  ２学期中間テスト② 

１０日（木）  集金日 歯科検診③ 英語科研究授業 

  １２日（土）  新人大会（ソフトテニス・卓球） 

  １３日（日）  新人大会（野球） 

   １４日（月・祝）新人大会（野球） 

１７日（木）  小運動会リハーサル 

１９日（土）  新人大会（バスケ・野球・ソフトテニス・新体操） 

２０日（日）  新人大会（野球） 

２２日（火）  小運動会（５・６校時） 

  ２３日（水）  スクールカウンセラー来校（午前） 

２６日（土）  新人大会（バスケ・剣道） 

２７日（日）  新人大会（剣道） 

  ２９日（火）  小運動会予備日 

  ３１日（木）  血液検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1923 年９月１日に関東大震災が発生し、関東地

方に多くの被害をもたらしました。これを教訓とし

て、現在は９月１日が防災の日と定められ、防災意識

を高めるために各地で訓練等が行われています。 

菅野中でも、２日（月）に地震を想定した訓練が行

われました。訓練は、緊急地震速報の音声でまず身を

守る行動をとり、その後の放送の指示で避難するとい

う流れで行われました。生徒たちは、緊張感をもって

真剣に参加していました。また、教職員も、いざとい

うときの避難誘導や連携について確認し合う良い機

会になりました。この 

ような訓練を定期的に 

行い、日常の防災意識 

を高めてくことが大切 

ですね。 

 

 

 9月 10日に、本校で松塩筑地区の中学校の先生方

が 40名ほど集まり、2年生の授業を参観しました。 

１学期から菅野地域の水害について調べている生徒

たちが、もし実際に水害が起こったら自分たちの生活

はどうなるのかを想像し、友だちと意見交換しながら

模造紙にまとめていく活動を行いました。菅野地域で

は、今年の 8 月 14 日に局地的な大雨があり、空港

近くのアンダーパスが水没する被害が発生していま

す。その日のニュース映像も見ながら、それぞれに自

分事として主体的に学び合う時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★先日、北校舎（教室棟）のトイレ改修工事が終了し、新しいトイレの使用が開始されました。

文化祭等でご来校の際には、新しくなった教室棟のトイレをご利用ください。 

「協働」 
総合的な学習の時間 

地域の水害について学ぶ 「防災の日」 
地震を想定した 

全校避難訓練 

PTA作業へのご協力 

ありがとうございました 

コロナ禍で実施できなかった PTA作業が、５年ぶりに行われました。大変暑い中、

１年生の生徒と保護者の皆様に校舎内の環境を整えていただきました。おかげさま

で、気持ちよく学校生活が送れます。ご協力ありがとうございました。 


